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判 例 研 究

〔
判
示
事
項
〕

一
、
有
限
会
社
の
資
本
増
加
に
係
る
出
資
の
履
行
に
つ
き
出
捐
を

行
っ
た
者
が
社
員
と
認
め
ら
れ
た
事
例

二
、
一
人
株
主
が
行
っ
た
譲
渡
制
限
株
式
の
贈
与
は
、
会
社
の
承
認

が
な
く
て
も
、
会
社
と
の
関
係
で
も
有
効
で
あ
る

三
、
発
行
済
株
式
総
数
の
三
分
の
二
に
当
た
る
株
式
を
有
す
る
二
名

の
株
主
に
招
集
通
知
が
な
さ
れ
ず
に
開
催
さ
れ
た
株
主
総
会
の
取
締

役
解
任
決
議
は
法
的
に
は
不
存
在
で
あ
る
と
さ
れ
た
事
例

〔
参
照
条
文
〕

　

会
社
法
一
三
六
条
・
八
三
〇
条
一
項

〔
事
　
実
〕

　

有
限
会
社
Ｙ１
（
Ｙ１
社
）
は
、
昭
和
二
八
年
八
月
一
四
日
に
設
立
さ

れ
た
、
旅
館
お
よ
び
貸
席
等
を
目
的
と
す
る
発
行
済
株
式
総
数
一
万

五
三
〇
〇
株
の
特
例
有
限
会
社
で
あ
る
。
同
社
の
設
立
時
の
出
資
一

口
の
金
額
は
一
〇
〇
〇
円
、
資
本
の
総
額
は
三
〇
万
円
で
あ
り
、
夫

婦
で
あ
る
Ａ
と
Ｂ
が
、
そ
れ
ぞ
れ
持
分
（
出
資
口
数
）
一
五
〇
口
ず

つ
を
所
有
し
て
い
た
。
Ａ
は
同
社
の
設
立
時
か
ら
の
取
締
役
兼
代
表

取
締
役
で
あ
っ
た
が
実
質
的
な
経
営
に
は
携
わ
っ
て
お
ら
ず
、
設
立

当
初
か
ら
、
Ｂ
が
同
社
の
実
質
的
な
経
営
者
と
し
て
資
金
調
達
等
の

経
営
全
般
を
担
っ
て
い
た
。
平
成
元
年
一
二
月
一
六
日
、
Ｂ
は
同
社

の
取
締
役
に
就
任
し
（
平
成
二
四
年
七
月
一
七
日
、
辞
任
）、
Ｙ２

（
Ａ
と
Ｂ
の
間
の
子
）
が
同
社
の
取
締
役
兼
代
表
取
締
役
に
就
任
し

た
。
同
月
二
〇
日
、
同
社
の
資
本
総
額
は
三
〇
万
円
か
ら
一
五
三
〇

万
円
に
増
加
し
た
（
本
件
資
本
増
加
）。
平
成
二
〇
年
一
〇
月
二
五

他
人
名
義
に
よ
る
出
資
の
引
受

〔
商
法　

五
七
〇
〕

）

（
東
京
地
判
平
成
二
七
年
二
月
一
八
日

平
成
二
五
年
ワ
二
六
一
三
一
号
、
株
主
権
確
認
等
請
求
事
件

判
例
時
報
二
二
六
七
号
一
一
四
頁

判
例
研
究
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日
、
Ｘ２
（
Ａ
と
Ｂ
の
間
の
子
）
が
同
社
の
取
締
役
兼
代
表
取
締
役
に

就
任
し
、
平
成
二
一
年
四
月
一
六
日
、
Ｘ１
（
Ａ
の
子
）
が
同
社
の
取

締
役
に
就
任
し
た
。

　

本
件
資
本
増
加
に
関
し
て
は
次
の
よ
う
な
事
実
が
認
め
ら
れ
る
。

Ｙ１
社
の
平
成
元
年
一
二
月
一
六
日
付
け
社
員
総
会
議
事
録
に
は
、
資

本
の
総
額
を
三
〇
万
円
か
ら
一
五
三
〇
万
円
に
増
加
し
、
増
加
し
た

持
分
一
万
五
〇
〇
〇
口
の
う
ち
、
Ｙ２
が
九
〇
〇
〇
口
、
Ｘ１
が
二
〇
〇

〇
口
、
Ｘ２
が
二
〇
〇
〇
口
、
Ｃ
が
二
〇
〇
〇
口
を
引
き
受
け
る
旨
の

記
載
が
あ
る
。
本
件
資
本
増
加
当
時
、
Ｂ
は
、
少
な
く
と
も
同
社
の

金
銭
管
理
や
帳
簿
作
成
等
を
担
当
し
て
い
た
。
同
月
一
八
日
、
当
時

の
第
一
勧
業
銀
行
池
袋
西
口
支
店
（
本
件
支
店
）
に
お
い
て
、
Ｘ１
、

Ｘ２
お
よ
び
Ｃ
の
名
義
で
各
二
〇
〇
万
円
、
Ｙ２
名
義
で
九
〇
〇
万
円
の

手
形
貸
付
が
実
行
さ
れ
（
本
件
各
貸
付
金
）、
同
日
、
本
件
支
店
に

お
い
て
、
Ｘ１
、
Ｘ２
、
Ｃ
お
よ
び
Ｙ２
各
名
義
の
普
通
預
金
口
座
が
そ
れ

ぞ
れ
開
設
さ
れ
（
本
件
各
口
座
）、
本
件
各
口
座
に
本
件
各
貸
付
金

（
た
だ
し
、
利
息
相
当
額
が
控
除
さ
れ
た
後
の
額
）
が
入
金
さ
れ
た
。

同
月
一
九
日
、
本
件
各
口
座
か
ら
本
件
各
貸
付
金
が
支
払
わ
れ
、
本

件
各
口
座
が
解
約
さ
れ
た
（
翌
日
、
本
件
資
本
増
加
が
な
さ
れ
て
い

る
）。
こ
の
よ
う
な
資
金
の
流
れ
に
基
づ
い
て
、
Ｘ１
お
よ
び
Ｘ２
（
原

告
ら
）
は
、
出
資
全
額
を
払
い
込
ん
で
持
分
一
万
五
〇
〇
〇
口
を
取

得
し
た
の
は
Ｂ
だ
と
主
張
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
Ｙ１
社
お
よ
び
Ｙ２

（
被
告
ら
）
は
、
本
件
資
本
増
加
に
お
い
て
は
、
Ｙ２
が
九
〇
〇
万
円

（
自
己
資
金
と
Ａ
か
ら
の
贈
与
か
ら
出
資
し
た
旨
を
主
張
し
た
り
、

Ｙ２
名
義
で
実
行
さ
れ
た
九
〇
〇
万
円
の
手
形
貸
付
は
自
ら
本
件
支
店

へ
赴
い
て
融
資
の
手
続
を
し
た
も
の
で
あ
る
旨
を
主
張
す
る
。
も
っ

と
も
、
本
判
決
は
Ｙ２
が
九
〇
〇
万
円
を
出
捐
し
た
こ
と
を
裏
付
け
る

証
拠
は
な
い
と
し
て
被
告
ら
の
主
張
を
否
定
し
て
い
る
）、
Ｂ
が
六

〇
〇
万
円
を
出
捐
し
て
出
資
を
履
行
し
た
と
主
張
し
た
。

　

平
成
三
年
一
二
月
一
四
日
に
Ａ
が
死
亡
し
た
こ
と
か
ら
、
Ａ
の
相

続
人
で
あ
る
Ｂ
、
原
告
ら
、
Ｙ２
、
Ｄ
お
よ
び
Ｃ
（
以
上
、「
Ａ
相
続

人
」）
は
、
平
成
四
年
五
月
二
〇
日
、
遺
産
分
割
協
議
を
し
、
Ａ
が

保
有
し
て
い
た
Ｙ１
社
の
持
分
一
五
〇
口
を
Ｂ
が
取
得
す
る
こ
と
と
し

た
。
同
年
六
月
一
一
日
、
Ａ
相
続
人
が
豊
島
税
務
署
に
提
出
し
た
Ａ

を
被
相
続
人
と
す
る
相
続
税
の
申
告
書
に
は
、
Ｙ１
社
の
社
員
お
よ
び

そ
の
持
分
と
し
て
、
Ａ
一
五
〇
口
、
Ｂ
一
五
〇
口
、
Ｙ２
九
〇
〇
〇
口
、

Ｘ１
二
〇
〇
〇
口
、
Ｘ２
二
〇
〇
〇
口
、
Ｃ
二
〇
〇
〇
口
で
あ
る
旨
が
記

載
さ
れ
て
い
る
。
Ａ
を
被
相
続
人
と
す
る
相
続
税
に
関
す
る
税
務
署

の
担
当
官
が
作
成
し
た
「
修
正
事
項
一
覧
」
と
題
す
る
書
面
に
は
、

平
成
二
年
七
月
一
三
日
付
け
で
、
Ａ
の
財
産
か
ら
一
三
九
一
万
〇
五

六
〇
円
が
増
資
分
に
係
る
借
入
金
の
返
済
に
充
て
ら
れ
た
旨
が
記
載

さ
れ
て
い
る
。
同
社
の
顧
問
会
計
事
務
所
の
担
当
者
が
同
日
付
け
で

作
成
し
た
「
Ａ
氏
相
続
税
修
正
額
」
と
題
す
る
書
面
に
は
、
一
三
九
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一
万
〇
五
六
〇
円
が
「
Ｂ
・
Ｙ１
旅
館
増
資
借
入
返
済
」
で
あ
る
旨
記

載
さ
れ
て
い
る
。
平
成
四
年
一
二
月
一
五
日
、
Ａ
相
続
人
が
豊
島
税

務
署
に
提
出
し
た
Ａ
を
被
相
続
人
と
す
る
相
続
税
に
つ
い
て
の
修
正

申
告
書
に
は
、
相
続
開
始
前
三
年
以
内
に
贈
与
を
受
け
た
財
産
の
明

細
と
し
て
、
上
記
「
Ａ
氏
相
続
税
修
正
額
」
に
記
載
さ
れ
た
金
額
と

同
額
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

　

Ｂ
は
、
平
成
二
二
年
一
〇
月
二
二
日
付
け
で
、
Ｙ１
社
の
持
分
を
、

原
告
ら
お
よ
び
Ｙ２
に
お
い
て
平
等
と
す
る
旨
の
書
面
（
本
件
書
面
）

を
作
成
し
た
。
ま
た
、
Ｂ
と
原
告
ら
は
、
平
成
二
三
年
八
月
二
六
日

付
け
で
、
Ｂ
が
保
有
す
る
同
社
の
株
式
一
万
五
三
〇
〇
株
の
う
ち
五

一
〇
〇
株
ず
つ
を
、
原
告
ら
に
対
し
て
そ
れ
ぞ
れ
贈
与
す
る
旨
の
各

贈
与
契
約
書
（
本
件
各
贈
与
契
約
書
）
を
作
成
し
た
。

　

Ｙ１
社
は
、
平
成
二
四
年
一
一
月
三
〇
日
付
け
の
臨
時
株
主
総
会

（
本
件
総
会
）
に
お
い
て
、
原
告
ら
を
取
締
役
か
ら
解
任
す
る
旨
の

決
議
（
本
件
解
任
決
議
）
が
さ
れ
た
と
し
て
、
同
日
付
け
で
、
原
告

ら
の
取
締
役
解
任
お
よ
び
Ｘ２
の
代
表
取
締
役
退
任
の
登
記
を
し
た
。

本
件
総
会
の
議
事
録
に
は
、
株
主
の
総
数
一
名
、
発
行
済
株
式
の
総

数
一
万
五
三
〇
〇
株
、
出
席
株
主
数
一
名
、
出
席
株
式
の
議
決
権
の

数
一
万
五
三
〇
〇
個
と
記
載
さ
れ
て
い
る
（
被
告
ら
は
、
Ｙ２
は
、
本

件
資
本
増
加
に
よ
っ
て
九
〇
〇
〇
口
を
取
得
し
、
そ
の
後
、
Ｂ
か
ら

三
〇
〇
口
お
よ
び
六
〇
〇
〇
株
の
贈
与
を
受
け
て
、
同
社
の
全
株
式

を
取
得
し
た
と
主
張
す
る
。
し
か
し
、
本
判
決
は
、
こ
れ
ら
の
贈
与

を
客
観
的
に
裏
付
け
る
証
拠
は
な
い
と
判
示
し
て
い
る
）。
同
月
時

点
に
お
け
る
同
社
の
役
員
報
酬
額
は
、
Ｘ２
に
つ
き
月
額
一
七
万
二
九

〇
〇
円
、
Ｘ１
に
つ
き
月
額
一
一
万
五
八
〇
〇
円
で
あ
っ
た
が
、
同
社

は
原
告
ら
に
対
し
て
同
年
一
二
月
以
降
の
報
酬
を
支
払
っ
て
い
な
い
。

　

本
件
は
、
原
告
ら
が
、
被
告
ら
に
対
し
、
そ
れ
ぞ
れ
Ｙ１
社
の
株
式

五
一
〇
〇
株
を
有
す
る
株
主
で
あ
る
こ
と
の
確
認
を
求
め
る
と
と
も

に
、
本
件
総
会
決
議
が
存
在
し
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
同
社
の
取
締

役
を
解
任
さ
れ
た
と
し
て
、
Ｘ２
が
同
社
の
代
表
取
締
役
の
地
位
に
あ

る
こ
と
の
確
認
を
、
Ｘ１
が
同
社
の
取
締
役
の
地
位
に
あ
る
こ
と
の
確

認
を
求
め
、
ま
た
、
同
社
に
対
し
、
解
任
後
で
あ
る
平
成
二
四
年
一

二
月
か
ら
平
成
二
五
年
九
月
ま
で
の
未
払
報
酬
（
Ｘ２
に
つ
き
一
七
二

万
九
〇
〇
〇
円
、
Ｘ１
に
つ
き
一
一
五
万
八
〇
〇
〇
円
）
お
よ
び
こ
れ

ら
に
対
す
る
訴
状
送
達
の
日
の
翌
日
で
あ
る
平
成
二
五
年
一
一
月
二

日
か
ら
支
払
済
み
ま
で
商
事
法
定
利
率
年
六
分
の
割
合
に
よ
る
遅
延

損
害
金
の
支
払
を
そ
れ
ぞ
れ
求
め
る
事
案
で
あ
る
。

〔
判
　
旨
〕

　

請
求
認
容
。

一　

本
件
資
本
増
加
時
に
お
け
る
出
資
の
履
行
お
よ
び
持
分
の
帰
属

に
つ
い
て
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以
上
の
事
実
関
係
か
ら
、「
Ｂ
が
、
平
成
元
年
一
二
月
一
八
日
、

原
告
ら
、
Ｙ２
及
び
Ｃ
名
義
で
本
件
各
貸
付
金
一
五
〇
〇
万
円
を
本
件

支
店
か
ら
借
り
入
れ
、
そ
の
際
に
開
設
さ
れ
た
本
件
各
口
座
に
本
件

各
貸
付
金
が
入
金
さ
れ
、
そ
の
翌
日
で
あ
る
同
月
一
九
日
、
本
件
各

口
座
か
ら
本
件
各
貸
付
金
を
引
き
出
し
、
本
件
各
口
座
を
解
約
し
、

本
件
各
貸
付
金
を
も
っ
て
本
件
資
本
増
加
に
係
る
出
資
全
額
を
払
い

込
み
、
そ
の
後
、
平
成
二
年
七
月
一
三
日
付
け
で
、
Ａ
の
財
産
か
ら

一
三
九
一
万
〇
五
六
〇
円
を
本
件
各
貸
付
金
の
弁
済
に
充
て
、
同
金

額
を
Ａ
か
ら
の
贈
与
と
し
て
税
務
上
の
処
理
を
し
た
も
の
と
い
う
べ

き
で
あ
る
。」

　
「
以
上
の
事
実
に
よ
れ
ば
、
本
件
資
本
増
加
時
に
お
け
る
出
資
の

履
行
は
、
そ
の
全
額
が
Ｂ
の
出
捐
に
よ
る
も
の
と
認
め
る
の
が
相
当

で
あ
る
。」

　
「
し
た
が
っ
て
、
本
件
資
本
増
加
時
に
お
け
る
出
資
の
履
行
は
、

そ
の
全
額
を
Ｂ
が
出
捐
し
た
も
の
と
認
め
ら
れ
、
ま
た
、
Ｓ
税
理
士

事
務
所
の
Ｇ
作
成
の
「
（有）
Ｙ１
社
の
株
主
の
異
動
の
経
緯
に
つ
い
て
」

と
題
す
る
書
面
（
証
拠
略
）
及
び
Ｆ
税
理
士
作
成
の
「
有
限
会
社
・

Ｙ１
社
の
株
主
の
異
動
に
か
か
わ
る
経
緯
に
つ
い
て
」
と
題
す
る
書
面

（
証
拠
略
）
に
よ
れ
ば
、
Ｂ
の
意
向
に
従
っ
て
Ｙ１
社
の
株
主
構
成
が

変
更
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、
本
件
資

本
増
加
に
係
る
持
分
一
万
五
〇
〇
〇
口
の
う
ち
、
原
告
ら
及
び
Ｃ
名

義
の
合
計
六
〇
〇
〇
口
の
み
な
ら
ず
、
Ｙ２
名
義
の
九
〇
〇
〇
口
に
つ

い
て
も
、
Ｂ
が
保
有
し
て
い
た
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。」

二　

Ｂ
か
ら
原
告
ら
に
対
す
る
Ｙ１
社
の
株
式
五
一
〇
〇
株
ず
つ
の
贈

与
に
つ
い
て

　
「
平
成
二
三
年
八
月
二
六
日
付
け
本
件
各
贈
与
契
約
書
を
作
成
し

た
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
か
ら
、
Ｂ
は
、
原
告
ら
に
対
し
、
遅
く
と
も

同
日
ま
で
に
、
Ｂ
が
保
有
す
る
Ｙ１
社
の
株
式
一
万
五
三
〇
〇
株
の
う

ち
五
一
〇
〇
株
ず
つ
を
そ
れ
ぞ
れ
贈
与
し
た
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ

る
。」

　
「
な
お
、
Ｙ１
社
は
、
特
例
有
限
会
社
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
発
行
す

る
全
部
の
株
式
の
内
容
と
し
て
当
該
株
式
を
譲
渡
に
よ
り
取
得
す
る

こ
と
に
つ
い
て
Ｙ１
社
の
承
認
を
要
す
る
旨
の
定
款
の
定
め
が
あ
る
も

の
と
み
な
さ
れ
る
が
（
会
社
法
の
施
行
に
伴
う
関
係
法
律
の
整
備
等

に
関
す
る
法
律
九
条
一
項
）、
上
記
の
と
お
り
、
Ｂ
が
Ｙ１
社
の
発
行

済
株
式
の
総
数
で
あ
る
一
万
五
三
〇
〇
株
を
保
有
し
て
い
た
も
の
と

認
め
ら
れ
る
か
ら
、
Ｙ１
社
の
承
認
が
な
く
と
も
、
前
記
…
の
贈
与
は

Ｙ１
社
に
対
す
る
関
係
で
も
有
効
で
あ
る
。」

三　

本
件
解
任
決
議
の
存
否
に
つ
い
て

　
「
本
件
総
会
は
、
Ｙ２
が
い
わ
ゆ
る
一
人
株
主
と
し
て
出
席
し
て
開

催
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。」

　
「
し
か
し
、
…
…
、
本
件
総
会
当
時
、
原
告
ら
が
Ｙ１
社
の
株
式
を
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五
一
〇
〇
株
ず
つ
保
有
し
て
い
た
も
の
と
い
う
べ
き
と
こ
ろ
、
原
告

ら
に
対
し
て
本
件
総
会
の
招
集
通
知
が
発
せ
ら
れ
た
事
実
を
認
め
る

こ
と
は
で
き
な
い
か
ら
、
本
件
総
会
に
際
し
て
は
、
Ｙ１
社
の
発
行
済

株
式
総
数
の
三
分
の
二
に
当
た
る
株
式
を
保
有
す
る
株
主
に
対
す
る

招
集
通
知
が
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
と
な
る
。」

　
「
以
上
の
こ
と
か
ら
す
る
と
、
本
件
総
会
の
招
集
に
は
重
大
な
手

続
的
瑕
疵
が
あ
る
か
ら
、
本
件
解
任
決
議
は
、
法
的
に
は
不
存
在
で

あ
る
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。」

四　

Ｙ１
社
の
原
告
ら
に
対
す
る
未
払
報
酬
に
つ
い
て

　
「
本
件
解
任
決
議
は
不
存
在
で
あ
る
か
ら
、
原
告
ら
は
Ｙ１
社
の
取

締
役
の
地
位
に
あ
る
も
の
と
い
う
べ
き
」
で
あ
る
。

　
「
そ
う
す
る
と
、
原
告
ら
は
、
Ｙ１
社
に
対
し
、
…
…
平
成
二
四
年

一
二
月
か
ら
平
成
二
五
年
九
月
ま
で
の
報
酬
請
求
権
を
有
す
る
も
の

と
い
う
べ
き
で
あ
る
。」

〔
研
　
究
〕

一　

本
件
解
任
決
議
が
効
力
を
有
す
る
と
、
原
告
ら
は
、
取
締
役
た

る
地
位
を
失
い
、
解
任
以
降
は
取
締
役
と
し
て
の
報
酬
請
求
権
を
有

し
な
い
こ
と
に
な
る
（
正
当
理
由
の
な
い
解
任
に
よ
る
損
害
賠
償
請

求
権
は
別
途
生
じ
う
る
〔
会
三
三
九
条
二
項
〕）。
本
件
総
会
で
は
、

Ｙ２
が
Ｙ１
社
の
一
人
株
主
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
。
被
告
ら
の
主
張
に

よ
る
と
、
Ｙ２
は
、
本
件
資
本
増
加
に
よ
っ
て
九
〇
〇
〇
口
を
取
得
し
、

そ
の
後
、
Ｂ
か
ら
三
〇
〇
口
お
よ
び
六
〇
〇
〇
株
の
贈
与
を
受
け
て
、

同
社
の
全
株
式
を
取
得
し
た
と
い
う
。
し
か
し
本
判
決
は
、
Ｂ
か
ら

Ｙ２
へ
の
三
〇
〇
口
お
よ
び
六
〇
〇
〇
株
の
贈
与
を
否
定
し
た
。
一
方
、

Ｂ
が
、
同
社
設
立
当
初
か
ら
一
五
〇
口
を
有
し
、
Ａ
死
亡
後
は
Ａ
の

一
五
〇
口
も
保
有
す
る
こ
と
に
な
っ
た
点
に
つ
い
て
は
争
い
は
な
い
。

本
件
資
本
増
加
に
よ
る
原
告
ら
お
よ
び
Ｃ
名
義
の
合
計
六
〇
〇
〇
口

は
、
Ｂ
が
出
捐
し
保
有
し
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
も
争
い
が
な
い
。

し
た
が
っ
て
、
実
質
的
に
は
残
余
の
九
〇
〇
〇
口
の
帰
属
が
問
題
と

さ
れ
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
Ｙ１
社
に
株
主
名
簿
が
存
在
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
被
告

ら
が
本
件
総
会
当
時
か
ら
株
主
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
株
主
は
Ｙ２

の
み
で
あ
る
旨
を
証
明
す
る
と
、
原
告
ら
は
名
義
書
換
未
了
株
主
と

し
て
会
社
に
株
主
権
を
主
張
で
き
な
い
こ
と
に
な
る
。
他
方
、
原
告

ら
も
同
社
の
発
行
済
株
式
総
数
の
少
な
く
と
も
三
分
の
二
に
つ
き
本

件
総
会
当
時
か
ら
株
主
名
簿
上
の
株
主
で
あ
る
旨
の
証
明
を
な
し
え

た
可
能
性
が
あ
る
。
両
当
事
者
か
ら
こ
の
よ
う
な
主
張
が
な
さ
れ
て

い
な
い
の
で
、
同
社
に
は
株
主
名
簿
は
存
在
し
て
い
な
い
と
推
測
さ

れ
る
（
お
そ
ら
く
同
社
設
立
当
初
か
ら
社
員
名
簿
・
株
主
名
簿
は
作

成
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
）。
社
員
名
簿
・
株
主
名
簿
の
作
成

義
務
は
会
社
に
あ
る
（
平
成
一
八
年
廃
止
前
有
二
八
条
、
会
一
二
一
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条
）。
そ
れ
故
に
、
社
員
名
簿
・
株
主
名
簿
の
不
存
在
を
理
由
に
、

社
員
・
株
主
の
権
利
主
張
を
会
社
が
拒
む
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
拙
稿
「
株
主
名
簿
制
度
効
力
論
」
法
学
研
究

七
〇
巻
一
二
号
〔
一
九
九
七
年
〕
二
二
七
頁
）。
も
っ
と
も
、
社
員

名
簿
・
株
主
名
簿
が
存
在
し
な
け
れ
ば
、
社
員
・
株
主
が
社
員
権
・

株
主
権
の
保
有
を
証
明
し
て
会
社
に
権
利
主
張
す
る
こ
と
に
な
る
。

本
件
で
も
、
も
っ
ぱ
ら
社
員
権
・
株
主
権
の
実
質
的
な
帰
属
関
係
が

問
題
と
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
こ
で
、
ま
ず
、
本
件
資
本
増
加
に
係
る
持
分
一
万
五
〇
〇
〇
口

の
帰
属
に
関
す
る
本
判
決
の
判
断
を
検
討
す
る
（
二
）。
次
に
、
本

件
総
会
当
時
に
お
け
る
原
告
ら
の
持
株
数
（
三
）、
最
後
に
、
本
件

解
任
決
議
の
効
力
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
考
察
す
る
（
四
）。

二　

本
件
資
本
増
加
決
議
に
係
る
社
員
総
会
議
事
録
に
は
、
増
加
し

た
持
分
一
万
五
〇
〇
〇
口
の
う
ち
、
Ｙ２
が
九
〇
〇
〇
口
、
Ｘ１
が
二
〇

〇
〇
口
、
Ｘ２
が
二
〇
〇
〇
口
、
Ｃ
が
二
〇
〇
〇
口
を
引
き
受
け
る
旨

の
記
載
が
あ
る
。
Ａ
死
亡
に
係
る
相
続
税
の
申
告
書
に
も
各
社
員
の

持
分
に
つ
き
右
と
同
様
の
記
載
が
な
さ
れ
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
本

件
資
本
増
加
に
際
し
て
、
Ｂ
が
六
〇
〇
〇
口
分
を
出
資
し
同
口
数
を

保
有
し
た
こ
と
に
つ
い
て
は
当
事
者
間
で
争
い
は
な
い
。
つ
ま
り
、

両
当
事
者
共
に
、
資
本
増
加
に
係
る
新
持
分
は
出
資
に
つ
き
当
該
持

分
を
引
き
受
け
る
意
思
で
出
捐
し
た
者
に
帰
属
す
る
の
で
あ
り
、
持

分
引
受
の
名
義
に
よ
る
の
で
は
な
い
、
と
理
解
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

右
の
よ
う
な
理
解
は
、
現
存
す
る
他
人
名
義
を
用
い
た
株
式
引
受

に
お
い
て
株
主
に
な
る
の
は
、
当
該
名
義
人
で
は
な
く
実
質
上
の
引

受
人
（
名
義
借
用
者
）
で
あ
る
と
す
る
通
説
（
岩
原
紳
作
ほ
か
編

『
会
社
法
判
例
百
選
〔
第
３
版
〕』〔
二
〇
一
六
年
〕
二
二
～
二
三
頁

〔
神
作
裕
之
〕
参
照
）・
判
例
（
最
判
昭
和
四
二
年
一
一
月
一
七
日
民

集
二
一
巻
九
号
二
四
四
八
頁
、
最
判
昭
和
五
〇
年
一
一
月
一
四
日
裁

判
集
民
一
一
六
号
四
七
五
頁
）
を
前
提
と
す
る
。
契
約
の
当
事
者
は
、

当
事
者
が
用
い
た
名
義
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
当
該

契
約
の
効
果
帰
属
主
体
と
し
て
実
質
的
に
意
思
表
示
し
た
者
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
通
説
・
判
例
の
立
場
は
正
当
で
あ
り
、
本
件
に
お
い

て
も
、
用
い
ら
れ
た
名
義
に
か
か
わ
ら
ず
持
分
を
引
き
受
け
る
意
思

を
誰
が
有
し
て
い
た
か
を
問
題
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

引
受
人
た
る
意
思
の
判
断
に
お
い
て
は
、
実
際
の
出
捐
が
最
も
重

要
な
要
素
と
な
ろ
う
（
倉
澤
康
一
郎
ほ
か
編
『
判
例
講
義
会
社
法

〔
第
２
版
〕』〔
二
〇
一
三
年
〕
二
一
頁
〔
尾
崎
安
央
〕
参
照
）。
本
件

資
本
増
加
に
係
る
出
捐
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
な
事
実
関
係
が
認
定

さ
れ
て
い
る
。
①
本
件
資
本
増
加
に
係
る
出
資
金
相
当
額
が
、
本
件

増
資
直
前
に
本
件
支
店
の
本
件
各
口
座
を
介
し
て
一
括
し
て
借
り
入

れ
ら
れ
て
い
る
。
②
本
件
資
本
増
加
に
係
る
社
員
総
会
議
事
録
に
記
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載
さ
れ
て
い
る
引
受
人
名
義
お
よ
び
銀
行
か
ら
の
借
入
名
義
は
Ｂ
で

は
な
い
が
、
本
件
資
本
増
加
の
う
ち
六
〇
〇
〇
口
分
に
つ
い
て
は
本

件
両
当
事
者
と
も
Ｂ
の
出
捐
に
よ
り
出
資
が
履
行
さ
れ
た
と
認
め
て

い
る
。
③
本
件
資
本
増
加
に
係
る
出
資
金
相
当
額
が
、
Ａ
か
ら
Ｂ
に

贈
与
さ
れ
た
と
し
て
税
務
上
の
処
理
が
な
さ
れ
た
。
④
Ａ
は
Ｙ１
社
の

実
質
的
な
経
営
に
は
携
わ
っ
て
お
ら
ず
、
本
件
資
本
増
加
当
時
、
Ｂ

が
同
社
の
金
銭
管
理
や
帳
簿
作
成
等
を
担
当
し
て
い
た
。
⑤
本
件
資

本
増
加
の
う
ち
九
〇
〇
〇
口
分
に
つ
い
て
Ｙ２
が
出
捐
し
た
と
す
る
被

告
ら
の
主
張
は
、
本
判
決
に
よ
り
証
拠
が
な
い
と
し
て
退
け
ら
れ
た
。

以
上
か
ら
、
本
件
資
本
増
加
は
、
Ｂ
に
よ
っ
て
、
同
人
に
計
算
を
帰

属
さ
せ
て
行
わ
れ
た
と
推
認
さ
れ
る
と
い
っ
て
よ
い
。
す
な
わ
ち
、

「
本
件
資
本
増
加
時
に
お
け
る
出
資
の
履
行
は
、
そ
の
全
額
が
Ｂ
の

出
捐
に
よ
る
も
の
と
認
め
る
の
が
相
当
で
あ
る
。」
と
す
る
本
判
決

の
判
断
は
妥
当
で
あ
ろ
う
。

　

た
だ
し
、
出
捐
は
Ｂ
が
行
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
の
み
で
Ｂ
に
自

己
が
引
受
人
と
な
る
意
思
が
あ
っ
た
と
断
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

名
義
を
借
用
す
る
場
合
だ
け
で
な
く
、
名
義
人
を
社
員
・
株
主
と
す

る
意
思
で
行
為
す
る
場
合
（
資
金
の
贈
与
な
ど
）
も
あ
る
か
ら
で
あ

る
。
例
え
ば
、
札
幌
地
判
平
成
九
年
一
一
月
六
日
判
例
タ
イ
ム
ズ
一

〇
一
一
号
二
四
〇
頁
は
、
個
人
事
業
主
Ｔ
が
全
額
（
金
銭
）
出
資
し

て
個
人
事
業
Ｋ
を
株
式
会
社
化
（
被
告
Ｋ
社
）
し
た
事
案
に
お
い
て

（
Ｔ
と
そ
の
妻
が
実
質
的
な
株
主
で
あ
る
と
被
告
Ｋ
社
は
主
張
し
て

い
る
）、
他
の
株
主
を
「
単
な
る
名
義
株
主
と
し
た
も
の
と
み
る
の

は
相
当
で
は
な
」
く
、「
株
主
や
持
ち
株
数
の
決
定
は
、
当
時
、
Ｋ

の
業
務
に
携
わ
っ
て
い
た
者
を
対
象
と
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
位
や
役

割
を
考
慮
し
て
、
そ
れ
を
反
映
さ
せ
る
よ
う
に
し
た
も
の
で
あ
」
っ

て
、「
Ｔ
は
、
実
質
的
な
株
主
と
し
て
原
告
ら
に
株
式
を
保
有
さ
せ

る
た
め
、
原
告
ら
の
株
式
の
払
込
義
務
を
原
告
ら
に
代
わ
っ
て
履
行

し
た
も
の
と
認
め
る
の
が
相
当
で
あ
る
。」
と
判
示
し
て
い
る
。
ま

た
、
東
京
地
判
昭
和
五
七
年
三
月
三
〇
日
判
例
タ
イ
ム
ズ
四
七
一
号

二
二
〇
頁
は
、
被
告
会
社
設
立
に
際
し
て
発
行
さ
れ
た
株
式
の
う
ち

原
告
名
義
で
引
き
受
け
ら
れ
た
三
〇
〇
〇
株
の
帰
属
が
問
題
と
な
っ

た
事
案
に
お
い
て
（「
被
告
の
設
立
に
際
し
て
発
行
さ
れ
た
株
式
の

払
込
金
一
〇
〇
万
円
は
、
訴
外
Ｍ
が
原
告
に
送
付
し
た
金
員
で
も
つ

て
賄
わ
れ
て
い
」
た
）、「
訴
外
Ｍ
が
原
告
の
た
め
に
右
三
〇
〇
〇
株

の
払
込
義
務
を
原
告
に
代
つ
て
履
行
し
た
も
の
と
認
め
る
の
が
相
当

で
あ
る
。」
と
し
た
が
、
そ
の
理
由
は
、「
原
告
が
訴
外
Ｍ
の
事
実
上

の
養
子
と
し
て
、
訴
外
Ｍ
の
事
業
の
後
継
者
と
な
る
べ
く
そ
の
経
営

に
携
わ
つ
て
き
た
こ
と
、
原
告
が
被
告
の
代
表
取
締
役
に
就
任
す
る

と
と
も
に
訴
外
Ｍ
に
代
つ
て
被
告
の
経
理
関
係
を
担
当
し
て
い
た
こ

と
、
更
に
は
、
被
告
の
工
場
敷
地
に
つ
い
て
原
告
名
義
の
所
有
権
移

転
登
記
手
続
が
さ
れ
て
い
る
こ
と
〔
右
工
場
敷
地
は
訴
外
Ｍ
が
そ
の
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資
金
で
も
っ
て
買
い
受
け
た
―
筆
者
注
〕
を
考
え
る
と
、
右
三
〇
〇

〇
株
は
、
単
な
る
原
告
名
義
の
名
義
株
で
は
な
」
い
、
と
判
示
し
て

い
る
。

　

右
両
地
判
の
見
地
か
ら
は
、
本
件
資
本
増
加
の
直
前
に
Ｙ２
が
Ｙ１
社

の
取
締
役
兼
代
表
取
締
役
に
就
任
し
た
こ
と
の
評
価
が
問
題
と
な
ろ

う
。
こ
の
点
、
本
件
資
本
増
加
時
ま
で
に
お
い
て
、
Ｙ２
が
同
社
の
経

営
に
ど
の
程
度
の
貢
献
を
な
し
て
い
た
か
は
全
く
不
明
で
あ
る
。
他

方
で
、
同
社
で
は
Ｂ
が
実
質
的
な
経
営
者
と
し
て
資
金
調
達
等
の
経

営
全
般
を
担
っ
て
い
た
。
本
件
資
本
増
加
当
時
も
Ｂ
が
同
社
の
金
銭

管
理
や
帳
簿
作
成
等
を
担
当
し
て
お
り
、
本
件
資
本
増
加
に
お
け
る

出
資
は
全
額
が
Ｂ
の
出
捐
に
よ
る
と
認
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、

本
件
資
本
増
加
の
う
ち
六
〇
〇
〇
口
分
に
関
し
て
は
、
Ｂ
が
出
資
し

て
保
有
し
た
こ
と
に
つ
き
当
事
者
間
で
争
い
は
な
い
。
さ
ら
に
、

「
Ｓ
税
理
士
事
務
所
の
Ｇ
作
成
の
「
（有）
Ｙ１
社
の
株
主
の
異
動
の
経
緯

に
つ
い
て
」
と
題
す
る
書
面
（
証
拠
略
）
及
び
Ｆ
税
理
士
作
成
の

「
有
限
会
社
・
Ｙ１
社
の
株
主
の
異
動
に
か
か
わ
る
経
緯
に
つ
い
て
」

と
題
す
る
書
面
（
証
拠
略
）
に
よ
れ
ば
、
Ｂ
の
意
向
に
従
っ
て
Ｙ１
社

の
株
主
構
成
が
変
更
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
」
と
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
、
Ｂ
は
本
件
書
面
お
よ
び
本
件
各
贈
与
契
約
書
を
作
成

し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
間
接
事
実
か
ら
す
る
と
、
本
件
資
本
増
加
に

お
い
て
、
本
件
各
名
義
人
の
名
義
を
借
り
た
上
で
、
Ｂ
は
自
己
が
引

受
人
と
な
る
意
思
で
出
資
を
履
行
し
た
と
推
定
さ
れ
よ
う
（
も
っ
と

も
、
Ｂ
の
引
受
人
と
な
る
意
思
の
認
定
に
つ
き
、
本
判
決
は
本
件
書

面
・
本
件
各
贈
与
契
約
書
に
係
る
事
情
を
理
由
と
し
て
挙
げ
て
い
な

い
）。

　

こ
の
点
に
つ
き
、
被
告
ら
は
Ｙ２
が
九
〇
〇
万
円
を
出
捐
し
た
と
主

張
す
る
（
本
判
決
は
こ
の
主
張
を
裏
付
け
る
証
拠
は
な
い
と
否
定
し

て
い
る
）。
出
捐
関
係
を
争
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
し
か
し
、
本
判
決

は
全
額
を
Ｂ
が
出
捐
し
た
と
認
定
し
た
。
そ
し
て
被
告
ら
は
、
Ｙ２
が

代
表
取
締
役
に
選
任
さ
れ
た
趣
旨
や
そ
れ
ま
で
の
同
人
の
Ｙ１
社
で
の

貢
献
、
事
後
的
に
は
持
分
に
応
じ
た
配
当
金
受
領
・
議
決
権
行
使
な

ど
を
主
張
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
九
〇
〇
〇
口
に
関
し
て
は
、
Ｙ２
に

持
分
を
付
与
す
る
意
図
で
Ｂ
は
出
捐
し
た
と
す
る
主
張
・
証
明
を
な

し
て
い
な
い
。
本
件
資
本
増
加
に
係
る
持
分
一
万
五
〇
〇
〇
口
の
全

部
を
Ｂ
が
取
得
し
た
と
す
る
本
判
決
の
判
断
は
妥
当
で
あ
ろ
う
。

　

以
上
の
よ
う
な
考
察
に
対
し
て
、
本
件
資
本
増
加
後
の
Ｂ
の
意
思

を
も
っ
て
本
件
資
本
増
加
に
お
け
る
Ｂ
の
意
思
を
推
認
す
る
危
険
性

も
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
髙
橋
陽
一
「
本
判
決
解
説
」
平
成
二
七
年
度

重
要
判
例
解
説
〔
二
〇
一
六
年
〕
九
四
頁
）。
一
般
論
と
し
て
は
そ

う
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
本
判
決
は
Ｂ
の
事
後
の
意
思
の
み

を
理
由
と
し
て
い
る
の
で
は
な
い
。
ま
た
、
家
族
で
経
営
す
る
よ
う

な
小
規
模
閉
鎖
的
な
会
社
に
お
い
て
は
、
増
資
の
時
点
に
お
け
る
出



71

判 例 研 究

捐
者
や
名
義
人
の
意
思
が
曖
昧
な
こ
と
も
多
く
（
例
え
ば
、
実
質
的

株
主
間
で
事
後
に
合
意
し
た
事
案
で
あ
る
が
、
東
京
高
判
平
成
四
年

一
一
月
一
六
日
金
融
法
務
事
情
一
三
八
六
号
七
六
頁
は
、
個
人
商
店

が
株
式
会
社
化
さ
れ
た
際
、
お
よ
び
そ
の
後
の
新
株
発
行
に
際
す
る

株
式
の
保
有
割
合
は
不
明
で
あ
り
〔
株
金
の
払
込
は
隠
し
預
金
に
し

て
い
た
事
業
上
の
余
剰
利
益
か
ら
全
額
出
捐
し
て
お
り
、
多
数
の
名

義
だ
け
の
株
主
が
存
し
て
い
た
〕、
経
営
者
と
し
て
業
務
を
分
担
し

て
き
た
実
質
上
の
株
主
三
名
が
、
同
社
設
立
後
二
一
年
経
過
し
た
頃

に
合
意
し
た
割
合
を
株
式
の
保
有
割
合
〔
同
社
設
立
、
新
株
発
行
時

ま
で
遡
っ
て
確
定
す
る
趣
旨
の
合
意
と
解
す
る
〕
と
判
示
し
て
い

る
）、
事
後
の
意
思
を
間
接
事
実
の
一
つ
と
し
て
増
資
時
の
意
思
を

推
定
す
る
手
法
を
採
る
の
も
や
む
を
え
な
い
と
思
わ
れ
る
。
仮
に
Ｂ

が
本
件
資
本
増
加
時
の
意
思
を
後
に
覆
し
た
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、

被
告
ら
は
Ｂ
の
本
件
資
本
増
加
時
の
意
思
を
上
述
の
よ
う
な
間
接
事

実
を
も
っ
て
証
明
す
る
の
が
筋
で
あ
ろ
う
（
荒
谷
裕
子
「
本
判
決
評

論
」
私
法
判
例
リ
マ
ー
ク
ス
五
三
号
〔
二
〇
一
六
年
〕
八
〇
頁
は
、

本
判
決
は
、「
最
終
的
に
誰
が
実
質
的
な
引
受
人
で
あ
る
か
の
判

断
・
決
定
は
、
当
事
者
の
立
証
責
任
の
問
題
に
帰
結
す
る
と
い
う
こ

と
を
改
め
て
示
し
た
」
と
評
さ
れ
て
い
る
）。

　

な
お
、（
上
述
の
検
討
の
繰
り
返
し
で
は
あ
る
が
）、
そ
も
そ
も
本

件
資
本
増
加
は
何
を
目
的
と
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
否
定
さ
れ
た

が
、
被
告
ら
は
Ｙ２
が
本
件
資
本
増
加
に
お
い
て
出
捐
し
て
九
〇
〇
〇

口
を
取
得
し
た
と
主
張
す
る
の
み
で
あ
る
。
本
件
資
本
増
加
の
目
的

に
よ
っ
て
は
、
Ｙ２
に
九
〇
〇
〇
口
を
付
与
す
る
趣
旨
が
伴
っ
て
い
た

と
推
認
し
う
る
場
合
も
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
当
事
者
の
主
張

や
認
定
事
実
か
ら
は
全
く
不
明
で
あ
る
。
昭
和
六
一
年
の
「
商
法
・

有
限
会
社
法
改
正
試
案
」
一
20
は
、
有
限
会
社
に
最
低
資
本
金
（
五

〇
〇
万
円
）
制
度
を
設
け
る
提
案
を
し
て
お
り
、
そ
れ
を
受
け
た

「
商
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
要
綱
」（
第
二
の
一
３
）
が
法

務
大
臣
に
答
申
さ
れ
た
の
は
平
成
二
年
三
月
で
あ
る
。
本
件
資
本
増

加
は
平
成
元
年
一
二
月
で
あ
る
か
ら
、
あ
る
い
は
最
低
資
本
金
対
策

の
趣
旨
が
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
両
当
事
者

と
も
本
件
資
本
増
加
の
目
的
を
主
張
し
て
お
ら
ず
、
こ
の
点
か
ら
の

検
討
が
で
き
な
い
。

三　

本
件
資
本
増
加
前
の
Ｙ１
社
の
社
員
は
Ａ
お
よ
び
Ｂ
で
あ
り
出
資

口
数
は
各
一
五
〇
口
で
あ
っ
た
こ
と
、
Ａ
相
続
人
に
よ
る
遺
産
分
割

協
議
に
よ
っ
て
亡
Ａ
が
保
有
し
て
い
た
持
分
一
五
〇
口
は
Ｂ
が
取
得

す
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
、
以
上
に
つ
い
て
は
当
事
者
間
で
争
い
が

な
い
。
本
判
決
は
、
本
件
資
本
増
加
に
よ
る
一
万
五
〇
〇
〇
口
は
Ｂ

に
帰
属
す
る
と
判
示
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
Ｂ
が
同
社
の
全
持
分
一

万
五
三
〇
〇
口
を
保
有
す
る
に
至
っ
た
こ
と
に
な
る
。



72

法学研究 89 巻 11 号（2016：11）
　

本
判
決
は
、
平
成
二
三
年
八
月
二
六
日
付
け
本
件
各
贈
与
契
約
書

に
基
づ
い
て
、
Ｂ
か
ら
原
告
ら
に
対
す
る
Ｙ１
社
株
式
各
五
一
〇
〇
株

の
贈
与
を
認
め
た
。
引
き
続
き
、
本
判
決
は
、「
Ｙ１
社
は
、
特
例
有

限
会
社
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
発
行
す
る
全
部
の
株
式
の
内
容
と
し
て

当
該
株
式
を
譲
渡
に
よ
り
取
得
す
る
こ
と
に
つ
い
て
Ｙ１
社
の
承
認
を

要
す
る
旨
の
定
款
の
定
め
が
あ
る
も
の
と
み
な
さ
れ
る
が
（
会
社
法

の
施
行
に
伴
う
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
九
条
一
項
）、

上
記
の
と
お
り
、
Ｂ
が
Ｙ１
社
の
発
行
済
株
式
の
総
数
で
あ
る
一
万
五

三
〇
〇
株
を
保
有
し
て
い
た
も
の
と
認
め
ら
れ
る
か
ら
、
Ｙ１
社
の
承

認
が
な
く
と
も
、
前
記
…
の
贈
与
は
Ｙ１
社
に
対
す
る
関
係
で
も
有
効

で
あ
る
。」
と
判
示
す
る
。

　

一
人
会
社
に
お
け
る
譲
渡
制
限
株
式
の
譲
渡
に
よ
る
取
得
に
対
す

る
会
社
の
承
認
に
つ
き
（
な
お
、「
株
式
の
譲
渡
」
と
は
法
律
行
為

に
よ
っ
て
株
式
を
移
転
す
る
こ
と
で
あ
り
、
株
式
の
売
買
だ
け
で
な

く
贈
与
〔
本
件
事
案
、
後
掲
平
成
五
年
最
判
の
事
案
（
無
償
譲
渡
）〕

も
含
ま
れ
る
〔
山
下
友
信
編
『
会
社
法
コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル
３
』（
二

〇
一
三
年
）
三
〇
一
頁
（
前
田
雅
弘
）。
譲
渡
制
限
株
式
の
譲
渡
に

つ
き
、
味
村
治
『
改
正
株
式
会
社
法
』（
一
九
六
七
年
）
一
八
頁
〕）、

最
判
平
成
五
年
三
月
三
〇
日
民
集
四
七
巻
四
号
三
四
三
九
頁
は
、
譲

渡
制
限
株
式
の
趣
旨
は
「
専
ら
会
社
に
と
っ
て
好
ま
し
く
な
い
者
が

株
主
と
な
る
こ
と
を
防
止
し
、
も
っ
て
譲
渡
人
以
外
の
株
主
の
利
益

を
保
護
す
る
こ
と
に
あ
る
と
解
さ
れ
る
（
最
高
裁
昭
和
四
七
年
オ
第

九
一
号
同
四
八
年
六
月
一
五
日
第
二
小
法
廷
判
決
・
民
集
二
七
巻
六

号
七
〇
〇
頁
参
照
）
か
ら
、
本
件
の
よ
う
な
い
わ
ゆ
る
一
人
会
社
の

株
主
が
そ
の
保
有
す
る
株
式
を
他
に
譲
渡
し
た
場
合
に
は
、
定
款
所

定
の
取
締
役
会
の
承
認
が
な
く
と
も
、
そ
の
譲
渡
は
、
会
社
に
対
す

る
関
係
に
お
い
て
も
有
効
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
。」
と
判
示

し
て
お
り
、
本
判
決
も
こ
れ
に
依
拠
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
判
例

は
譲
渡
制
限
株
式
制
度
の
趣
旨
か
ら
一
人
会
社
に
お
い
て
は
会
社
の

承
認
手
続
を
要
し
な
い
と
す
る
立
場
で
あ
る
、
と
解
す
れ
ば
十
分
で

あ
る
が
、
一
人
株
主
が
行
う
の
で
会
社
の
承
認
が
あ
っ
た
と
理
解
す

る
こ
と
も
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
本
件
各
贈

与
を
有
効
だ
と
す
る
本
判
決
の
結
論
に
異
論
は
な
か
ろ
う
（
倉
澤
康

一
郎
ほ
か
編
『
判
例
講
義
会
社
法
〔
第
２
版
〕』〔
二
〇
一
三
年
〕
三

一
頁
〔
松
山
三
和
子
〕
参
照
）。

四　

本
判
決
は
、「
本
件
総
会
当
時
、
原
告
ら
が
Ｙ１
社
の
株
式
を
五

一
〇
〇
株
ず
つ
保
有
し
て
い
た
も
の
と
い
う
べ
き
と
こ
ろ
、
原
告
ら

に
対
し
て
本
件
総
会
の
招
集
通
知
が
発
せ
ら
れ
た
事
実
を
認
め
る
こ

と
は
で
き
な
い
か
ら
、
本
件
総
会
に
際
し
て
は
、
Ｙ１
社
の
発
行
済
株

式
総
数
の
三
分
の
二
に
当
た
る
株
式
を
保
有
す
る
株
主
に
対
す
る
招

集
通
知
が
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
と
な
る
」
こ
と
か
ら
す
る
と
、
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「
本
件
総
会
の
招
集
に
は
重
大
な
手
続
的
瑕
疵
が
あ
る
か
ら
、
本
件

解
任
決
議
は
、
法
的
に
は
不
存
在
で
あ
る
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。」

と
判
示
す
る
（
な
お
、
Ｙ２
も
五
一
〇
〇
株
を
保
有
し
て
い
た
と
の
認

定
は
な
さ
れ
て
い
な
い
）。

　

実
際
に
株
主
総
会
が
開
催
さ
れ
て
い
な
い
の
に
株
主
総
会
議
事
録

が
作
成
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
場
合
だ
け
で
な
く
、
総
会
招
集
手
続
の

瑕
疵
が
著
し
い
場
合
も
、
株
主
総
会
決
議
が
成
立
し
た
外
観
に
か
か

わ
ら
ず
当
該
決
議
は
不
存
在
と
評
価
さ
れ
る
。
後
者
に
お
け
る
招
集

通
知
欠
缺
の
事
案
で
あ
る
最
判
昭
和
三
三
年
一
〇
月
三
日
民
集
一
二

巻
一
四
号
三
〇
五
三
頁
は
、
株
主
九
名
・
株
式
総
数
五
〇
〇
〇
株
の

会
社
に
お
い
て
、
株
主
六
名
・
持
株
数
二
一
〇
〇
株
に
対
し
て
は
株

主
総
会
の
招
集
通
知
が
全
く
な
さ
れ
ず
開
催
さ
れ
た
株
主
総
会
の
決

議
は
不
存
在
だ
と
す
る
（
右
六
名
以
外
の
株
主
は
代
表
取
締
役
と
そ

の
実
子
二
名
で
あ
り
、
実
子
二
名
に
対
す
る
招
集
通
知
は
口
頭
で
な

さ
れ
て
い
た
〔
当
時
の
商
法
二
三
二
条
二
項
の
解
釈
と
し
て
、
招
集

通
知
は
書
面
に
よ
る
こ
と
を
要
す
る
と
さ
れ
て
い
た
（
上
柳
克
郎
ほ

か
編
代
『
新
版
注
釈
会
社
法
⑸
』〔
一
九
八
六
年
〕
四
六
頁
〔
前
田

重
行
〕）〕
事
実
も
認
定
さ
れ
て
い
る
）。
本
件
で
は
、
招
集
通
知
の

欠
缺
は
少
な
く
と
も
株
主
数
・
株
式
数
と
も
に
総
数
の
三
分
の
二
に

達
す
る
。
さ
ら
に
、
本
件
総
会
の
目
的
は
原
告
ら
の
取
締
役
か
ら
の

解
任
で
あ
る
（
反
対
派
を
経
営
か
ら
排
除
す
る
た
め
に
、
株
主
総
会

か
ら
も
排
除
し
た
わ
け
で
あ
る
）。
本
件
事
案
は
、
昭
和
三
三
年
最

判
の
事
案
よ
り
も
瑕
疵
が
小
さ
い
と
は
い
え
な
い
。
ま
た
、
本
件
の

よ
う
な
場
合
に
も
決
議
取
消
事
由
（
会
八
三
一
条
一
項
一
号
）
が
あ

る
に
過
ぎ
な
い
と
す
る
と
、
理
論
上
は
、
同
時
に
相
反
す
る
株
主
総

会
決
議
の
成
立
を
可
能
な
ら
し
め
る
（
甲
株
主
総
会
決
議
と
乙
株
主

総
会
決
議
。
と
も
に
、
取
り
消
さ
れ
な
け
れ
ば
有
効
な
決
議
で
あ

る
）。
こ
の
よ
う
な
不
都
合
を
回
避
す
る
趣
旨
に
お
い
て
も
、
本
件

解
任
決
議
は
不
存
在
と
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

最
後
に
、
Ｙ１
社
の
原
告
ら
に
対
す
る
未
払
報
酬
の
有
無
に
つ
い
て

本
判
決
は
、「
本
件
解
任
決
議
は
不
存
在
で
あ
る
か
ら
、
原
告
ら
は

Ｙ１
社
の
取
締
役
の
地
位
に
あ
る
も
の
と
い
う
べ
き
」
で
あ
り
、「
そ

う
す
る
と
、
原
告
ら
は
、
Ｙ１
社
に
対
し
、
…
…
平
成
二
四
年
一
二
月

か
ら
平
成
二
五
年
九
月
ま
で
の
報
酬
請
求
権
を
有
す
る
も
の
と
い
う

べ
き
で
あ
る
。」
と
判
示
す
る
。
株
主
総
会
決
議
の
不
存
在
は
、
決

議
不
存
在
確
認
判
決
に
よ
ら
な
け
れ
ば
主
張
で
き
な
い
わ
け
で
は
な

い
。
未
払
報
酬
の
支
払
請
求
の
前
提
と
し
て
主
張
す
る
こ
と
も
で
き

る
か
ら
、
こ
の
点
の
判
旨
に
問
題
は
な
か
ろ
う
。
原
告
ら
の
請
求
が
、

平
成
二
五
年
九
月
ま
で
の
報
酬
の
支
払
に
限
定
さ
れ
て
い
る
の
は
、

訴
状
送
達
の
日
が
平
成
二
五
年
一
一
月
一
日
で
あ
る
か
ら
で
あ
ろ
う

（
な
お
、
特
例
有
限
会
社
に
は
、
取
締
役
の
任
期
に
関
す
る
会
社
法

三
三
二
条
の
適
用
が
排
除
さ
れ
て
い
る
〔
整
備
一
八
条
〕）。
未
払
報
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酬
の
遅
延
損
害
金
に
つ
き
商
事
法
定
利
率
が
用
い
ら
れ
た
点
に
関
し

て
は
、
最
判
平
成
四
年
一
二
月
一
八
日
民
集
四
六
巻
九
号
三
〇
〇
六

頁
参
照
。

山
本
　
爲
三
郎


